
テーマ     ～わかちあう仕事も家庭も喜びも～ 

【講 師】 ： 氏 （羽衣国際大学 現代社会学部准教授） 

【時 間】 ： １４：００～１５：３０ 

【場 所】 ： 遊学館２階 ホール 

【定 員】 ： ３００人 

【託 児】 ： あり（無料 要申込 １５名まで） 

～１０月１９日は、家族揃ってチェリアへおいでよ！！～ 

 

山形県男女共同参画センターチェリアのニュースを皆様にお伝えする「チェリア・ニュース」。その月にチェリ

アで行われた事業の報告やこれから行う事業の紹介、新刊図書など『チェリアの旬』を月１回発行し、お届けし

ます。チェリア・ニュースへの意見・ご感想など、ぜひチェリアまでお届けください♪ 

 
 
 
 
 

１０月１９日（日）に山形市緑町の遊学館において、チェリアフェスティバル山形２０１４が開催 

されます。今年のテーマは“いいね！だれもが主役 ささえあう未来へ” 

です。 

チェリアで活動している団体の寸劇やワークショップ、フリーマー

ケットやお茶席、お子様が参加できる楽しい企画もいっぱいです。また

「みんな地球家族～わかちあう仕事も家庭も喜びも～」と題して、講演

が行われます。講師はスリランカ出身のにしゃんたさん。２０年以上に

わたる日本での生活体験と日本人の妻、お二人のお子様に囲まれての生

活の中からの男女共同参画社会について、楽しいお話をいただきます。

無料託児（事前申込必要）もあります。是非ご家族みんなでお越しくだ

さい。時間は午前１０時から午後４時まで、参加はすべて無料です。 

電話のお問い合わせは、０２３－６２９－７７５１です。みなさんの

お越しをお待ちしています！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      詳しくはチラシをご覧ください。 

      チェリアの HP はこちらからどうぞ！ 
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  『ファシリテーター育成コース』 

『基本コース in 庄内 』 
開催！！ チェリア塾 

 

 

 

 

９月６日（土）・７日（日）の２日間にわたり、「チェリア 

 塾ファシリテーター育成コース」が開催されました。 

K&Y 研修企画代表の伊藤由巳氏を講師に迎え、会議や話 

し合いをどうやったらもっと良いものにできるか？について 

学びました。グループワークを通して、ファシリテートする 

ための方法（体験学習の理論と技法）を習得しました。 

 

９月１３日（土）には三川町公民館において、「チェリア塾基本コー

ス in 庄内」の第１回講座が開催されました。 

午前中は、東北公益文科大学教授の伊藤眞知子氏より、「男女共同

参画の基本」を教えていただきました。午後からは、「女性に魅力あ

る地域をつくるには」をテーマに、ワークショップ形式で意見を出し

合い、仲間づくりも大いに進んだようでした。 
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こんな話が聞きたい！！ こんな事が知りたい！！ など 

リクエストがあれば、「チェリア」までお寄せください。 

今年の男女共同参画週間（6月 23 日～29日）のキャッチフレーズは『家事場のパパヂカラ』（野田学園

中学校・高等学校（山口県）平成 25年度 4年 C 組の皆さんの作品）でした。 

内閣の男女共同参画推進本部が「男性が、企業人としても家庭人としても豊かな生活を送るために、長時

間労働を減らして、女性と共に家事・育児・介護・地域活動にかかわりたくなるようなキャッチフレーズ」

を募集し、3651 点の中から最優秀として選ばれたものです。高校生たちが知恵を絞って考えたのかと思う

と、とてもうれしい気持ちになります。 

 ちなみに、平成 25年度は、テーマ「男女共同参画を推進する、特に、女性が様々な分野で活躍すること

により、日本が元気になることが伝わるようなキャッチフレーズ」に対して、『紅一点じゃ、足りない。』が

最優秀賞に選ばれました。山形市でも、毎年、男女共同参画に関する 1行詩と写真を、天童市では標語を募

集し、すばらしい作品が選ばれています。 

 男女共同参画を推進するには様々な方法がありますが、このような形で作品を応募するのもいいなと思い

ます。学生の場合には、きっと担任の先生や家庭科、社会科などの先生から男女共同参画の趣旨を聞くであ

ろうし、各種の賞に選ばれれば、家族や友人たちにも影響が広がります。 

あなたの力がもし埋もれているとしたら、男女共同参画を推進するために、ぜひ発揮してほしいものです。 


